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入
居
申
込
み
は
12
月
2
0
日
ま
で
に

　
　
　
　
　
5
1
年
度
建
築
の
大
黒
沢
市
営
住
宅

　
建
設
中
の
大
黒
沢
市
営
住
宅
は
、

明
年
一
月
中
に
入
居
で
き
る
予
定
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
入
居
者

を
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

　
募
集
す
る
住
宅
…
第
二
種
公
営
住

宅
（
簡
易
耐
火
構
造
二
階
建
一
棟
）

募
集
予
定
戸
数
…
七
戸
　
使
用
料
…

九
千
二
百
円
（
月
額
）
の
予
定
　
申

込
者
の
資
格
…
①
同
居
の
親
族
が
あ

る
こ
と
（
婚
約
者
を
含
む
）
②
収
入

中
小
企
業
関
連
倒
産
防

止
資
金
の
ご
利
用
を

　
取
引
先
の
倒
産
に
よ
り
資
金
を

必
要
と
す
る
場
合
、
中
小
企
業
関

連
倒
産
防
止
資
金
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　
■
融
資
対
象
者
…
倒
産
し
た
企

業
に
対
し
て
債
権
を
有
し
て
い
る

中
小
企
業
者

　
■
貸
付
限
度
…
一
千
万
円
以
内

　
■
使
途
…
運
転
資
金

　
■
貸
付
期
間
…
三
十
六
ヵ
月
以

内　
田
利
率
…
年
七
・
五
％

　
■
担
保
等
…
保
証
協
会
の
保
証

　
■
認
定
…
商
工
会
議
所
の
認
定

が
必
要

　
■
申
し
込
み
は
、
信
用
保
証
協

会
又
は
取
扱
い
金
融
機
関
へ
。

　
口
お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
役
所

商
工
課
、
十
日
町
商
工
会
議
所
へ
。

月
額
が
三
万
六
千
円
以
下
で
あ
る
こ

と
（
別
表
参
照
）
③
現
に
住
宅
に
困

窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る

こ
と
④
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場

所
が
あ
る
こ
と
⑤
市
税
を
滞
納
し
て

い
な
い
こ
と
。

　
申
し
込
み
受
付
は
、
昭
和
五
十
一

年
十
二
月
十
日
か
ら
二
十
日
ま
で
に

市
社
会
福
祉
事
務
所
へ
。
（
保
証
人
が

二
人
必
要
で
す
）

収入基準早見表
（給与所得者1名の場合）

扶　養
親族数

最近1年間の給与合計額

O人 932，000円まで

1人
932，001円
～1，124，000円まで

2人 1，124，001円
～1，361，999円まで

3人 1，362，000円
～1，655，999円まで

4人 1．656，000円
～1，929，999円まで

5人 1，930，000円
～2，203，999円まで

税
金
に
つ
い
て
の
相
談
・
苦

情
は
税
務
相
談
室
へ
ど
う
ぞ

所
得
税
や
贈
与
税
な
ど
の
税
金
全

般
の
こ
と
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
と
お

り
税
務
相
談
室
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
相

談
は
一
切
無
料
で
す
。

　
と
き
十
二
月
二
十
日
午
前
十
時

　
か
ら
午
後
三
時

　
と
こ
ろ
　
市
役
所
市
民
相
談
室

　
な
お
、
税
務
相
談
室
は
、
つ
ぎ
の

と
こ
ろ
で
常
時
開
設
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

長
岡
税
務
相
談
室
（
長
岡
市
南
町
三

丁
目
九
番
一
号
長
岡
税
務
署
一
階
曾

〇
二
五
八
－
三
三
ー
五
二
五
二
番
）

新
潟
税
務
相
談
室
（
新
潟
市
営
所
通

二
番
町
六
九
二
－
五
新
潟
税
務
署
内

魯
〇
二
五
二
－
二
四
ー
三
七
一
〇
番
）

　
　
　
　
　
　
（
十
日
町
税
務
署
）

寄
付
あ
り
が
と
う

　
社
会
福
祉
事
業
へ
▽
滝
文
工
業
㈱

二
千
九
百
五
十
円
▽
内
藤
直
義
千
円

▽
群
馬
県
人
会
三
千
円
▽
村
山
誠
一

千
円
▽
十
日
町
高
校
九
万
三
千
百
十

一
円
▽
小
泉
ト
ク
千
五
百
五
円
▽
十

日
町
専
門
店
会
二
万
九
百
円
▽
服
部

会
計
事
務
所
職
員
一
同
五
千
七
百
五

十
六
円
▽
匿
名
五
百
円
▽
春
日
町
振

　
　
　
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ン
ラ
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．

　
　
　
　
　
　
　
憲
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。

　
　
　
　
　
　
，
緊
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翼
．
楓

　
鴨
・
　
さ
　
爵

タ
レ
、
ぐ
、

　
　
　
　
　
籍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戴

　
　
　
　
　
　
罫
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヂ
〆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
心

興
会
（
道
路
竣
工
祝
）
三
万
円

　
歳
末
た
す
け
合
い
▽
庭
野
日
敬
二

十
万
円
▽
小
泉
安
明
千
七
十
八
円

　
酒
田
市
見
舞
▽
村
山
退
蔵
一
万
円

▽
古
沢
組
七
千
円
▽
ロ
ー
タ
ー
ア
ク

ト
ク
ラ
ブ
一
万
二
千
三
百
八
十
八
円

と
一
ド
ル
▽
池
田
定
男
五
百
円
▽
匿

名
千
六
百
九
十
四
円
▽
丸
山
工
務
所

職
員
一
同
三
万
六
千
百
四
円
▽
半
間

博
次
三
千
円

　
老
人
い
こ
い
の
家
へ
▽
池
田
フ
ジ

ザ
ブ
ト
ン
十
一
枚

街
裏
美
し
く
〆

ー
ー
ー
，
〆
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幌璽子　毎
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　グ1ク命の

た
ば
こ
は
市
内
で

買
い
ま
し
ょ
う

　
あ
な
た
が
何
気
な
く
吸
っ
て
い
る

た
ば
こ
は
、
市
の
施
設
整
備
や
住
み

よ
い
環
境
づ
く
り
に
大
き
な
役
割
を

は
た
し
て
い
る
こ
と
を
ご
存
知
で
す

か
。
た
と
え
ば
、
市
内
で
二
十
本
入

り
の
た
ば
こ
を
一
箱
買
う
と
、
市
に

十
六
円
九
十
二
銭
の
お
金
が
入
り
ま

す
。
昨
年
度
（
昭
和
五
十
年
度
）
は
、

九
千
五
百
八
十
七
万
円
（
た
ば
こ
消

費
税
）
が
市
の
歳
入
を
潤
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
市
税
収
入
の
七
％
に
相
当
す
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㍉
ぞ

　
　
　
逼

る
金
額
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
ぜ
ひ
　
　
さ
い
。
　
（
健
康
の
た
め
、
吸
い
す
ぎ

た
ば
こ
は
市
内
で
お
買
い
求
め
く
だ
　
　
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
）

冷
害
に
よ
る
被
農
業
者
を
対
象
に

　
　
　
　
市
単
独
融
資
を
行
い
ま
す

　
昭
和
五
十
一
年
異
常
気
象
に
よ
り

水
稲
等
の
農
作
物
は
減
収
被
害
を
受

け
ま
し
た
が
、
市
で
は
、
こ
れ
ら
の

減
収
農
家
を
対
象
に
つ
ぎ
の
と
お
り

市
単
独
融
資
を
行
い
ま
す
。
貸
付
条

件
を
ご
覧
の
上
融
資
借
受
希
望
者
は

十
二
月
二
十
日
ま
で
に
市
役
所
農
林

課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
被
害

認
定
は
、
申
込
時
に
市
役
所
農
林
課

で
行
い
ま
す
。

　
貸
付
条
件

　
金
利
…
六
・
八
％
　
償
還
期
限
…

三
ヵ
年
元
本
均
等
償
還
　
貸
付
限
度

…
減
収
に
よ
る
損
失
額
の
八
十
％
以

内
（
天
災
融
資
対
象
者
は
損
失
額
よ

り
天
災
融
資
額
を
差
引
い
た
残
額
の

水
国
織
物
㈱
が
市
へ

　
百
万
円
寄
付

　
水
国
織
物
株
式
会
社
（
水
落
郁
雄

社
長
）
は
、
こ
の
ほ
ど
、
新
社
屋
完

成
を
記
念
し
て
、
市
へ
百
万
円
寄
付

し
ま
し
た
。
市
で
は
福
祉
事
業
に
使

用
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
に
し
て
い

ま
す
。

八
十
％
）
　
貸
付
最
高
額
…
五
十
万

円
　
貸
付
対
象
農
家
…
専
業
、
一
兼
、

二
兼
の
市
内
全
農
家
　
融
資
資
格
…

減
収
量
が
平
年
の
十
五
％
以
上
で
か

つ
損
失
額
が
農
業
総
収
入
額
の
五
％

以
上
の
農
家
。

　
融
資
借
受
希
望
申
込
最
終
期
日
は

五
十
一
年
十
二
月
二
十
日
。

消
防
設
備
士
講
習
会

を
開
催

　
県
総
務
部
消
防
防
災
課
（
新
潟
市

学
校
町
通
り
一
番
町
）
は
、
消
防
用

設
備
等
の
工
事
ま
た
は
整
備
に
関
す

る
講
習
会
を
開
き
ま
す
。
希
望
者
は
、

地
域
消
防
署
へ
（
曾
七
－
一
五
五
五

番
）
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

こ
だ
ま
号
貸
出
文
庫

を
配
置

　
自
動
車
文
庫
こ
だ
ま
号
は
冬
期
間

巡
回
を
と
り
や
め
、
か
わ
っ
て
、
各

地
区
に
貸
出
文
庫
配
本
所
を
配
置
し

ま
し
た
。

　
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■市勢／人ロ…・50，575人（男24，699・女25，876）／世帯数…11，938／面積一211．44k㎡（11月旧現在

岡緬2年1月10日覚行

　
　
　
　
9

0
併
－
側

／
血
□243号□

翻膨

編桑発行／十日町市役所（電話㈹7－3”1）毎月10日／昭和32年6月5日第3種郵便物認可（1部6円）

畷
〆
、
、

　
湖
憩
’
．

〃
藪
．

、
畷
㎜

イ
／
鳩
ヘ
パ

趣
、

δ
＼
召
魁

〃
、
悔

噸
．

鞭
騨

譲

嵩
蒼
螺
・

　
　
　
　
、
診

汽
総

～
…
乳
7

率
．

歩N

、尺

節季市
無’簸

　恒例の節季市一。1月の10日と15日皿
20日、25目の4日間、冬期用具、台所用品

等を商う市がたつ。



博
、
や

（2）

とお∬93（第3種郵便物認可）昭和52年1月10日

一
歩
一
歩
着
実
な
実
行
を

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
良
い
お
正
月
を
迎

え
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
き
ょ

う
は
ち
ょ
っ
と
突
飛
な
お
話
し
を
申

し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
現
在
、
地
球
の
三
万
六
千
キ
。
上
空

に
太
平
洋
上
に
二
つ
、
大
西
洋
上
に

三
つ
、
イ
ン
ド
洋
上
に
二
つ
と
七
つ
の

通
信
衛
星
が
地
球
の
自
転
と
同
じ
速

度
で
ま
わ
っ
て
お
り
、
こ
の
衛
星
を

通
し
て
、
世
界
中
の
ニ
ュ
ー
ス
が
ラ

ジ
オ
、
テ
レ
ビ
を
媒
体
に
私
た
ち
の

生
活
に
飛
び
込
ん
で
く
る
わ
け
で
あ

り
ま
す
。
ご
承
知
の
よ
う
に
ラ
ジ
オ
、

豪
雪
問
題

テ
レ
ビ
で
使
っ
て
い
る
電
波
は
、

秒
間
に
地
球
の
ま
わ
り
を
七
ま
わ
り

半
ま
わ
る
。
い
わ
ば
三
十
万
キ
・
以
上 　

　
　
同
体
が
日
本
か
ら
の
製
品
を
輸
入
規

　
　
　
制
す
る
動
き
、
オ
ペ
ッ
ク
と
い
わ
れ

　
　
　
る
石
油
機
構
が
石
油
価
格
を
引
き
あ

一
　
げ
る
問
題
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が

　
　
　
私
た
ち
の
家
庭
の
中
に
入
っ
て
き
て

　
　
　
い
る
わ
け
で
す
。
国
際
化
時
代
と
呼

　
　
　
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
、

　
　
　
自
分
の
こ
と
や
自
分
達
の
住
ん
で
い

市
長
春
日
由
三

の
ス
ピ
ー
ド
で
と
ぶ
わ
け
で
す
か
ら
、

世
界
中
の
ど
ん
な
片
す
み
の
出
来
ご

と
も
す
ぐ
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

例
え
ば
、
漁
業
の
二
百
カ
イ
リ
専
管

水
域
問
題
、
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共

る
地
域
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
国
際

社
会
全
体
に
目
を
向
け
て
生
き
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
日
本
で

は
、
暮
れ
に
内
閣
が
か
わ
り
、
一
月

中
に
ア
メ
リ
カ
は
新
し
い
大
統
領
が

就
任
す
る
。
と
い
っ
た
こ
と
が
ピ
ン

ピ
ン
と
我
々
の
生
活
の
中
に
響
い
て

轍
籔
塞
簾
繊
瀞
輪
鑑
騨
撚
鋤
隠
さ
癒

　
昨
年
は
辰
年
で
ま
さ
に
激
動
の
年

で
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
一
月
豪
雪
に
始
ま
り
、
続
い

て
近
年
稀
な
農
作
物
の
冷
害
、
織
物

産
業
の
不
況
に
よ
る
企
業
の
倒
産
、

そ
し
て
最
後
に
総
選
挙
に
よ
る
政
局

の
激
動
の
中
の
越
年
と
い
う
、
実
に

多
難
に
し
て
、
き
び
し
い
環
境
を
乗

り
越
え
て
、
こ
こ
に
新
し
い
年
を
迎

え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
市

議
会
を
代
表
し
て
、
身
の
引
き
し
ま

る
思
い
の
中
で
、
新
年
の
御
挨
拶
を

申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　
十
日
町
市
議
会
は
、
昨
年
は
こ
の

に
対
処

よ
う
な
情
勢
の
中
に
お
い
て
、
豪
雪

対
策
に
対
し
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。

市
議
会
議
長

　
特
に
、
一
月
豪
雪
の
際
は
、
市
民

の
皆
様
と
一
緒
に
な
っ
て
豪
雪
と
取

り
組
み
ま
し
た
。
そ
し
て
、
衆
議
院

の
災
害
対
策
特
別
委
員
会
が
来
市
、

続
い
て
金
丸
国
土
庁
長
官
の
現
地
視

察
が
実
現
し
、
国
の
豪
雪
に
対
す
る

認
識
を
一
層
深
め
て
も
ち
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
私
が
幸
い
に

も
北
信
越
市
議
会
議
長
会
の
豪
雪
対

策
特
別
委
員
長
に
就
任
致
し
ま
し
た

の
で
、
豪
雪
問
題
に
つ
い
て
の
陳
情

を
国
土
庁
は
じ
め
各
省
庁
に
強
く
訴

え
て
、
更
に
前
進
を
は
か
る
こ
と
が

　
　
丸
山
尚
政

で
き
ま
し
た
。
又
一
月
豪
雪
を
契
機

に
、
当
市
議
会
に
お
い
て
も
豪
雪
対

策
特
別
委
員
会
の
設
置
を
み
る
こ
と

に
な
り
、
委
員
会
の
提
案
に
よ
り
、

県
内
で
も
特
に
雪
の
深
い
豪
雪
地
域

に
あ
る
二
十
五
市
町
村
を
糾
合
し
、

議
会
と
し
て
の
協
議
会
を
結
成
し
、

く
る
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
、
広

く
世
界
を
見
ま
わ
し
た
と
き
、
私
た

ち
よ
り
い
い
生
活
を
し
て
い
る
人
も

い
ま
す
が
、
私
た
ち
よ
り
数
層
倍
悪

い
生
活
を
し
て
い
る
人
達
も
た
く
さ

ん
い
ま
す
。
日
本
は
石
油
シ
ョ
ノ
ク

以
前
は
驚
異
の
高
度
成
長
を
遂
げ
ま

し
た
が
、
こ
の
一
、
二
年
の
不
況
感

は
日
本
だ
け
で
な
く
、
ど
こ
の
国
も

同
じ
よ
う
な
悩
み
を
持
っ
て
お
り
、

性
急
に
日
本
だ
け
が
良
く
な
る
と
は

思
わ
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
機
会
に
世
界

中
を
見
ま
わ
し
、
世
界
の
中
で
日
本

は
ど
の
位
置
に
あ
る
の
か
を
じ
つ
く

り
反
省
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
と
思

　
　
　
　
　
が
ん
こ
う
し
ゅ
て
い

い
ま
す
。
　
「
眼
高
手
低
」
と
い
う

言
葉
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
希
望
や

積
極
的
に
豪
雪
問
題
に
取
り
組
み
、

共
通
の
悩
み
の
解
決
に
力
強
く
立
ち

向
か
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
苗
場
山
ろ
く
開
発
事
業
に

つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
一
年
度
に
幸

い
に
も
苗
場
第
三
地
区
と
し
て
、
全

体
実
施
設
計
が
採
択
、
北
陸
農
政
局

の
全
計
班
事
務
所
が
水
沢
に
開
設
さ

れ
調
査
が
始
ま
り
ま
し
た
。
苗
場
山

ろ
く
の
早
期
実
現
に
よ
り
、
国
際
的

な
食
糧
危
機
の
打
開
と
、
十
日
町
市

の
新
し
い
農
業
の
確
立
を
は
か
り
、

併
せ
て
清
津
ダ
ム
に
よ
る
水
資
源
の

確
保
に
向
か
っ
て
前
進
し
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
未
曽
有
の
深
刻
な
不
況
に

直
面
し
て
い
る
織
物
産
業
の
危
機
打

開
は
、
容
易
な
ら
な
い
も
の
が
あ
り

理
想
は
高
く
も
つ
け
れ
ど
も
、
現
実

は
低
く
、
大
地
に
し
っ
か
り
と
足
を

つ
け
て
じ
っ
く
り
と
暮
ら
し
て
い
く

ー
。
そ
う
い
っ
た
生
活
態
度
、
感
覚

と
い
う
も
の
が
私
た
ち
の
生
活
の
大

事
な
要
素
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
と
し
は
落
着
い
て
一
歩
一
歩
大

地
を
踏
み
し
め
な
が
ら
生
き
て
い
き

た
い
と
願
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま

す
が
、
市
政
に
つ
き
ま
し
て
も
、
教

育
、
道
路
交
通
、
社
会
福
祉
の
向
上

な
ど
基
本
的
施
策
に
つ
い
て
、
ゆ
っ

く
り
と
し
か
も
一
歩
一
歩
着
実
に
実

行
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

万
般
に
わ
た
っ
て
の
、
市
民
の
み
な

さ
ん
か
ら
の
お
力
添
え
を
心
か
ら
お

願
い
し
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

　
　
た
し
ま
す
。

　
　
ま
す
が
、
何
と
い
っ
て
も
十
日

町
市
の
主
産
業
で
あ
る
織
物
産
業
の

振
興
こ
そ
大
切
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

際
、
業
界
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
金

融
機
関
は
じ
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係

者
が
、
衆
知
を
集
め
て
危
機
打
開
に

つ
と
め
、
一
日
も
早
く
地
場
産
業
の

安
定
を
期
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
に
あ
る
、

昭
和
五
十
二
年
の
政
治
経
済
環
境
は

き
わ
め
て
き
び
し
い
も
の
が
あ
る
と

予
想
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
苦
境
を
克
服
す
る
こ
と
こ
そ
我

々
に
与
え
ら
れ
た
責
務
で
あ
る
と
信

じ
、
な
お
一
層
の
努
力
を
い
た
す
つ

も
り
で
す
。

　
市
民
各
位
の
一
層
の
御
協
力
を
お

願
い
し
新
年
の
御
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

籔
繋
羅
敬
奪
顛
鍵
ぞ

－
月
8
日

1　1
月　月

2120
日　日

2
月
5
日

2
月
1
4
日

4
月
1
0
日

5
月
9
日

5
月
n
日

7
月
1
6
日

8
月
2
日

8
月
n
日

．
8
月
2
4
日

9
月
7
日

9
月
2
2
日

11

月
6
日

12

月
1
日

12

月
5
日

12
月
1
2
日

中
条
地
区
公
民
館
オ
ー

プ
ン
雪
害
対
策
本
部
を
設
置

北
越
北
線
赤
倉
ト
ン
ネ

ル
貫
通

衆
院
災
害
対
策
特
別
委

員
会
来
市

・
1
5
日
第
二
十
七
回
雪
ま
つ
り

西
小
学
校
開
校

成
人
式

吉
田
中
名
ケ
山
分
校
火

災川
治
地
区
公
民
館
着
工

南
中
学
校
増
築
工
事
着

工西
小
・
馬
場
小
プ
ー
ル

完
成

信
濃
川
ス
ポ
ー
ツ
・
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
広
場

野
球
場
B
面
完
成

吉
田
中
名
ケ
山
分
校
火

災
復
旧
工
事
着
工

国
道
二
五
三
号
線
名
ケ

山
ト
ン
ネ
ル
導
坑
貫
通

総
合
防
災
訓
練
を
実
施

異
常
気
象
農
業
災
害
対

策
本
部
を
設
置

国
道
二
五
二
号
線
三
坂

ト
ン
ネ
ル
貫
通

雪
害
対
策
室
を
設
置

衆
議
院
議
員
総
選
挙

参
議
院
議
員
補
欠
選
挙
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赤
倉
神
楽
を
市
文
化
財
に
指
定

一
市
教
育
委
員
会
は
、
昭
和
五
十
一
年
十
一
月
八
貝
市
文
化
一

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

“一
罷
矧
慧
繋
馨
ポ
脇
礁
形
文
化
一

　
市
の
文
化
財
と
し
て
は
、
こ
れ
ま

で
に
史
跡
三
件
、
書
籍
一
件
、
工
芸

品
一
件
、
天
然
記
念
物
二
件
の
七
件

が
指
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
民
俗

芸
能
が
指
定
さ
れ
た
の
は
初
め
て
と

な
り
ま
す
。

　
嚇
鵡
鎌
後
継
者
の
養
成
に
努
力

　
赤
倉
神
楽
は
、
市
街
地
か
ら
東
へ

八
キ
。
灯
ほ
ど
入
っ
た
赤
倉
部
落
に
、

昔
か
ら
伝
え
ら
れ
て
い
た
も
の
で
、

い
つ
頃
、
ど
う
い
う
経
路
で
伝
承
さ

れ
た
か
不
明
で
す
。
し
か
し
、
越
後

に
は
昔
か
ら
椎
谷
と
四
津
谷
と
に
伊

勢
神
楽
の
正
統
が
あ
っ
て
、
こ
の
四

津
谷
系
の
だ
い
神
楽
が
赤
倉
に
伝
わ

っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

他
に
も
刈
羽
郡
か
ら
の
伝
来
や
三
島

郡
出
雲
崎
町
寺
泊
か
ら
伝
来
し
た
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
こ
の
神
楽
は
、
四
つ
の
舞
い

（
庭
舞
い
・
岩
戸
舞
い
．
面
神
楽
、
・

剣
の
舞
い
）
、
狂
言
（
お
か
め
狂
言
）
、

万
才
、
十
の
手
踊
り
（
広
大
寺
踊
り

・
伊
勢
音
頭
踊
り
・
花
笠
踊
り
・
茶

摘
み
踊
り
・
よ
し
よ
し
踊
り
・
待
つ

が
辛
い
踊
り
・
光
影
姿
踊
り
・
お
け

さ
踊
り
・
追
分
踊
り
・
浅
く
と
も
踊

り
）
か
ら
成
り
立
っ
て
お
り
、
毎
年

九
月
の
鎮
守
の
祭
礼
に
奉
納
さ
れ
て

口
臼
《
U
ロ
ロ
《
門
H
《
口
n
H
《
H
h
口
《
U
《
“
H
《
H
因
口
《
H
H
《
“
H
臼
臼
《
U
《
目
《
目
囚
自
《
口
《
U
自
《
図
《
H
【
《
隔
H

　
　
　
　
　
ま
む
　
税
改
円
改
会
住
正
付
会
特
予

　　昭和50年度

　　　　決算認定など
　　　一市議会第4回定例会一

　市議会第4回定例会は、去る12月14日から23日

で開かれ、昭和50年度一般会計決算認定などを含

27議案を審議しました。

　その主なものは、異常気象等の災害に伴う市民

（農業所得）の減免などを含む災害減免条例の一部

正条例。市民税（個人）の均等割の税率を年額1，200

とする市税条例の一部改正条例。川治地区公民館

築に伴う市公民館設置条例の一部改正条例。市民

館、市公民館使用条例の一部改正条例。黒沢市営

宅（一棟7戸建）建設に伴う市営住宅条例の一部改

条例。市災害弔慰金の支給及び災害援護資金の貸

けに関する条例の一部改正条例。昭和50年度一般

計、特別会計決算認定。昭和51年度一般会計及び

別会計の補正予算、昭和51年度水道事業会計補正

算などとなっています。

繕
纏
鎌
欝

　
芸
能
と
し
て
の
分
類
は
、
武
技
の

踊
り
に
あ
た
る
。
鉢
巻
き
に
、
た
す

き
が
け
の
四
人
の
舞
い
手
が
「
ヨ
イ

ガ
サ
ノ
サ
」
の
掛
け
声
も
り
り
し
く
、

舞
台
を
踏
み
鳴
ら
し
て
力
強
く
舞
う
。

採
り
物
は
太
刀
と
鈴
で
あ
る
。

い
ま
す
。

　
赤
倉
部
落
は
、
急
激
な
過
疎
化
の

波
に
あ
ら
わ
れ
、
昭
和
三
十
年
に
四

十
九
世
帯
・
三
百
四
十
人
の
人
口
が

同
五
十
一
年
に
は
三
十
世
帯
・
百
五

十
三
人
に
激
減
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
市
内
の
他
の
神
楽
が
同
様
の
状

況
の
中
で
衰
滅
し
、
あ
る
い
は
上
演

不
能
に
な
っ
た
な
か
で
、
昭
和
四
十

一
年
に
保
存
会
を
結
成
し
伝
承
に
つ

と
め
て
き
ま
し
た
。

　
保
存
会
に
は
若
い
舞
い
手
、
踊
り

子
た
ち
も
多
く
、
小
中
学
生
達
の
後

継
者
の
養
成
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
部
落
で
は
、
こ
の
神
楽
を
過
疎
防

止
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
に
し
よ
う
と
、

地
域
民
一
丸
と
な
っ
て
保
存
会
を
援

助
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

流
雪
溝
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
使
用
し
て
く
だ
さ
い

　
毎
年
、
流
雪
溝
や
側
溝
等
の
無
秩

序
な
使
用
に
よ
り
、
水
上
が
り
な
ど

の
溢
水
や
住
宅
浸
水
事
故
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

使
用
さ
れ
る
み
な
さ
ん
が
決
め
ら
れ

た
ル
ー
ル
を
守
る
な
ど
十
分
な
注
意

が
必
要
で
す
。
お
互
い
に
他
人
の
こ

と
を
考
え
て
使
用
し
、
決
し
て
昨
年

の
よ
う
な
事
態
を
起
こ
さ
な
い
よ
う

に
し
た
い
も
の
で
す
。

　
使
用
上
の
注
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

■
流
雪
溝
以
外
の
側
溝
に
は
、
多
少

　
水
が
流
れ
て
い
て
も
雪
を
投
入
し

　
な
い
。

　面とは、天狗のことで、猿田彦命と名の

る天狗が、番傘、大刀、扇子などを採り物

に、時には素手で、きりん獅子なる悪獣と

たたかう。天狗が随所で切る力強く変化に

富んだ見得が見せ場となっている。

■
流
雪
溝
を
使
用
す
る
際
は
、
割
当

　
時
間
を
厳
守
し
必
要
以
上
に
大
き

　
な
固
り
を
入
れ
な
い
。

■
一
つ
の
側
溝
口
に
多
人
数
で
同
時

　
に
雪
を
入
れ
な
い
。

■
使
用
の
際
は
下
流
の
こ
と
を
十
分

　
考
え
、
自
分
勝
手
な
行
為
を
せ
ず
、

　
係
の
指
示
に
従
う
。

■
作
業
終
了
後
は
、
必
ら
ず
流
雪
溝

　
の
フ
タ
を
し
て
、
子
ど
も
の
事
故

　
等
が
起
き
な
い
よ
う
に
す
る
。

　
　
マ
う
　
　
　
　
　
　
ロ
の

穣
憾
，
…

　
　
／
　
　
　
　
＼

路
上
駐
車
は
絶
対
し

　
な
い
で
く
だ
さ
い

　
除
雪
作
業
に
大
き
な
障
害
と
な
る

も
の
に
、
路
上
駐
車
が
あ
り
ま
す
。

路
上
駐
車
禁
止
場
所
は
、
当
該
地
点

に
道
路
標
識
で
表
示
し
て
あ
り
ま
す

が
路
上
駐
車
は
絶
対
し
な
い
よ
う
、

市
民
の
み
な
さ
ん
に
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
除
雪
作
業
の
た
め
、
路
上

駐
車
禁
止
場
所
に
駐
車
し
て
い
る
車

を
損
傷
し
た
場
合
は
、
そ
の
修
理
代

や
車
を
排
除
さ
せ
る
た
め
に
要
し
た

費
用
等
み
な
さ
ん
の
負
担
に
な
り
ま

す
。　
ま
た
、
市
及
び
土
木
事
務
所
、
警

察
署
で
は
、
事
業
所
等
の
協
力
を
得

て
、
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
、

路
上
駐
車
を
排
除
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

　
（
十
日
町
市
、
十
日
町
土
木
事
務

　
　
所
、
十
日
町
警
察
署
）

●タパコの投げ捨てと寝タバコはしていませんか

●暖房器具は安全に使っていますか。

●ガス器具などのガスもれ、点火、消火の確認はして

　ありますか。

●老人、幼児、病人の就寝場所の安全点検はしてあり

　ますか。

●消火用具の準備はしてありますか。

な
だ
れ
事
故
に
注
意

　
な
だ
れ
は
新
雪
で
も
発
生
し
ま
す

危
険
な
場
所
が
あ
る
と
き
は
、
十
分

注
意
し
、
ま
た
、
必
要
に
よ
り
、
な

だ
れ
危
険
標
識
を
設
置
し
て
い
た
だ

き
、
雪
庇
の
排
除
や
う
回
路
の
確
保

な
ど
、
な
だ
れ
に
よ
る
事
故
防
止
を

は
か
る
と
共
に
特
に
児
童
、
生
徒
の

登
下
校
時
の
安
全
確
保
に
は
特
段
の

ご
配
意
を
お
願
い
し
ま
す
。



博
、
や
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一
歩
一
歩
着
実
な
実
行
を

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
良
い
お
正
月
を
迎

え
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
き
ょ

う
は
ち
ょ
っ
と
突
飛
な
お
話
し
を
申

し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
現
在
、
地
球
の
三
万
六
千
キ
。
上
空

に
太
平
洋
上
に
二
つ
、
大
西
洋
上
に

三
つ
、
イ
ン
ド
洋
上
に
二
つ
と
七
つ
の

通
信
衛
星
が
地
球
の
自
転
と
同
じ
速

度
で
ま
わ
っ
て
お
り
、
こ
の
衛
星
を

通
し
て
、
世
界
中
の
ニ
ュ
ー
ス
が
ラ

ジ
オ
、
テ
レ
ビ
を
媒
体
に
私
た
ち
の

生
活
に
飛
び
込
ん
で
く
る
わ
け
で
あ

り
ま
す
。
ご
承
知
の
よ
う
に
ラ
ジ
オ
、

豪
雪
問
題

テ
レ
ビ
で
使
っ
て
い
る
電
波
は
、

秒
間
に
地
球
の
ま
わ
り
を
七
ま
わ
り

半
ま
わ
る
。
い
わ
ば
三
十
万
キ
・
以
上 　

　
　
同
体
が
日
本
か
ら
の
製
品
を
輸
入
規

　
　
　
制
す
る
動
き
、
オ
ペ
ッ
ク
と
い
わ
れ

　
　
　
る
石
油
機
構
が
石
油
価
格
を
引
き
あ

一
　
げ
る
問
題
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が

　
　
　
私
た
ち
の
家
庭
の
中
に
入
っ
て
き
て

　
　
　
い
る
わ
け
で
す
。
国
際
化
時
代
と
呼

　
　
　
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
、

　
　
　
自
分
の
こ
と
や
自
分
達
の
住
ん
で
い

市
長
春
日
由
三

の
ス
ピ
ー
ド
で
と
ぶ
わ
け
で
す
か
ら
、

世
界
中
の
ど
ん
な
片
す
み
の
出
来
ご

と
も
す
ぐ
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

例
え
ば
、
漁
業
の
二
百
カ
イ
リ
専
管

水
域
問
題
、
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共

る
地
域
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
国
際

社
会
全
体
に
目
を
向
け
て
生
き
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
日
本
で

は
、
暮
れ
に
内
閣
が
か
わ
り
、
一
月

中
に
ア
メ
リ
カ
は
新
し
い
大
統
領
が

就
任
す
る
。
と
い
っ
た
こ
と
が
ピ
ン

ピ
ン
と
我
々
の
生
活
の
中
に
響
い
て

轍
籔
塞
簾
繊
瀞
輪
鑑
騨
撚
鋤
隠
さ
癒

　
昨
年
は
辰
年
で
ま
さ
に
激
動
の
年

で
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
一
月
豪
雪
に
始
ま
り
、
続
い

て
近
年
稀
な
農
作
物
の
冷
害
、
織
物

産
業
の
不
況
に
よ
る
企
業
の
倒
産
、

そ
し
て
最
後
に
総
選
挙
に
よ
る
政
局

の
激
動
の
中
の
越
年
と
い
う
、
実
に

多
難
に
し
て
、
き
び
し
い
環
境
を
乗

り
越
え
て
、
こ
こ
に
新
し
い
年
を
迎

え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
市

議
会
を
代
表
し
て
、
身
の
引
き
し
ま

る
思
い
の
中
で
、
新
年
の
御
挨
拶
を

申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　
十
日
町
市
議
会
は
、
昨
年
は
こ
の

に
対
処

よ
う
な
情
勢
の
中
に
お
い
て
、
豪
雪

対
策
に
対
し
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。

市
議
会
議
長

　
特
に
、
一
月
豪
雪
の
際
は
、
市
民

の
皆
様
と
一
緒
に
な
っ
て
豪
雪
と
取

り
組
み
ま
し
た
。
そ
し
て
、
衆
議
院

の
災
害
対
策
特
別
委
員
会
が
来
市
、

続
い
て
金
丸
国
土
庁
長
官
の
現
地
視

察
が
実
現
し
、
国
の
豪
雪
に
対
す
る

認
識
を
一
層
深
め
て
も
ち
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
私
が
幸
い
に

も
北
信
越
市
議
会
議
長
会
の
豪
雪
対

策
特
別
委
員
長
に
就
任
致
し
ま
し
た

の
で
、
豪
雪
問
題
に
つ
い
て
の
陳
情

を
国
土
庁
は
じ
め
各
省
庁
に
強
く
訴

え
て
、
更
に
前
進
を
は
か
る
こ
と
が

　
　
丸
山
尚
政

で
き
ま
し
た
。
又
一
月
豪
雪
を
契
機

に
、
当
市
議
会
に
お
い
て
も
豪
雪
対

策
特
別
委
員
会
の
設
置
を
み
る
こ
と

に
な
り
、
委
員
会
の
提
案
に
よ
り
、

県
内
で
も
特
に
雪
の
深
い
豪
雪
地
域

に
あ
る
二
十
五
市
町
村
を
糾
合
し
、

議
会
と
し
て
の
協
議
会
を
結
成
し
、

く
る
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
、
広

く
世
界
を
見
ま
わ
し
た
と
き
、
私
た

ち
よ
り
い
い
生
活
を
し
て
い
る
人
も

い
ま
す
が
、
私
た
ち
よ
り
数
層
倍
悪

い
生
活
を
し
て
い
る
人
達
も
た
く
さ

ん
い
ま
す
。
日
本
は
石
油
シ
ョ
ノ
ク

以
前
は
驚
異
の
高
度
成
長
を
遂
げ
ま

し
た
が
、
こ
の
一
、
二
年
の
不
況
感

は
日
本
だ
け
で
な
く
、
ど
こ
の
国
も

同
じ
よ
う
な
悩
み
を
持
っ
て
お
り
、

性
急
に
日
本
だ
け
が
良
く
な
る
と
は

思
わ
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
機
会
に
世
界

中
を
見
ま
わ
し
、
世
界
の
中
で
日
本

は
ど
の
位
置
に
あ
る
の
か
を
じ
つ
く

り
反
省
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
と
思

　
　
　
　
　
が
ん
こ
う
し
ゅ
て
い

い
ま
す
。
　
「
眼
高
手
低
」
と
い
う

言
葉
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
希
望
や

積
極
的
に
豪
雪
問
題
に
取
り
組
み
、

共
通
の
悩
み
の
解
決
に
力
強
く
立
ち

向
か
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
苗
場
山
ろ
く
開
発
事
業
に

つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
一
年
度
に
幸

い
に
も
苗
場
第
三
地
区
と
し
て
、
全

体
実
施
設
計
が
採
択
、
北
陸
農
政
局

の
全
計
班
事
務
所
が
水
沢
に
開
設
さ

れ
調
査
が
始
ま
り
ま
し
た
。
苗
場
山

ろ
く
の
早
期
実
現
に
よ
り
、
国
際
的

な
食
糧
危
機
の
打
開
と
、
十
日
町
市

の
新
し
い
農
業
の
確
立
を
は
か
り
、

併
せ
て
清
津
ダ
ム
に
よ
る
水
資
源
の

確
保
に
向
か
っ
て
前
進
し
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
未
曽
有
の
深
刻
な
不
況
に

直
面
し
て
い
る
織
物
産
業
の
危
機
打

開
は
、
容
易
な
ら
な
い
も
の
が
あ
り

理
想
は
高
く
も
つ
け
れ
ど
も
、
現
実

は
低
く
、
大
地
に
し
っ
か
り
と
足
を

つ
け
て
じ
っ
く
り
と
暮
ら
し
て
い
く

ー
。
そ
う
い
っ
た
生
活
態
度
、
感
覚

と
い
う
も
の
が
私
た
ち
の
生
活
の
大

事
な
要
素
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
と
し
は
落
着
い
て
一
歩
一
歩
大

地
を
踏
み
し
め
な
が
ら
生
き
て
い
き

た
い
と
願
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま

す
が
、
市
政
に
つ
き
ま
し
て
も
、
教

育
、
道
路
交
通
、
社
会
福
祉
の
向
上

な
ど
基
本
的
施
策
に
つ
い
て
、
ゆ
っ

く
り
と
し
か
も
一
歩
一
歩
着
実
に
実

行
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

万
般
に
わ
た
っ
て
の
、
市
民
の
み
な

さ
ん
か
ら
の
お
力
添
え
を
心
か
ら
お

願
い
し
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

　
　
た
し
ま
す
。

　
　
ま
す
が
、
何
と
い
っ
て
も
十
日

町
市
の
主
産
業
で
あ
る
織
物
産
業
の

振
興
こ
そ
大
切
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

際
、
業
界
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
金

融
機
関
は
じ
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係

者
が
、
衆
知
を
集
め
て
危
機
打
開
に

つ
と
め
、
一
日
も
早
く
地
場
産
業
の

安
定
を
期
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
に
あ
る
、

昭
和
五
十
二
年
の
政
治
経
済
環
境
は

き
わ
め
て
き
び
し
い
も
の
が
あ
る
と

予
想
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
苦
境
を
克
服
す
る
こ
と
こ
そ
我

々
に
与
え
ら
れ
た
責
務
で
あ
る
と
信

じ
、
な
お
一
層
の
努
力
を
い
た
す
つ

も
り
で
す
。

　
市
民
各
位
の
一
層
の
御
協
力
を
お

願
い
し
新
年
の
御
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

籔
繋
羅
敬
奪
顛
鍵
ぞ

－
月
8
日

1　1
月　月

2120
日　日

2
月
5
日

2
月
1
4
日

4
月
1
0
日

5
月
9
日

5
月
n
日

7
月
1
6
日

8
月
2
日

8
月
n
日

．
8
月
2
4
日

9
月
7
日

9
月
2
2
日

11

月
6
日

12

月
1
日

12

月
5
日

12
月
1
2
日

中
条
地
区
公
民
館
オ
ー

プ
ン
雪
害
対
策
本
部
を
設
置

北
越
北
線
赤
倉
ト
ン
ネ

ル
貫
通

衆
院
災
害
対
策
特
別
委

員
会
来
市

・
1
5
日
第
二
十
七
回
雪
ま
つ
り

西
小
学
校
開
校

成
人
式

吉
田
中
名
ケ
山
分
校
火

災川
治
地
区
公
民
館
着
工

南
中
学
校
増
築
工
事
着

工西
小
・
馬
場
小
プ
ー
ル

完
成

信
濃
川
ス
ポ
ー
ツ
・
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
広
場

野
球
場
B
面
完
成

吉
田
中
名
ケ
山
分
校
火

災
復
旧
工
事
着
工

国
道
二
五
三
号
線
名
ケ

山
ト
ン
ネ
ル
導
坑
貫
通

総
合
防
災
訓
練
を
実
施

異
常
気
象
農
業
災
害
対

策
本
部
を
設
置

国
道
二
五
二
号
線
三
坂

ト
ン
ネ
ル
貫
通

雪
害
対
策
室
を
設
置

衆
議
院
議
員
総
選
挙

参
議
院
議
員
補
欠
選
挙
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赤
倉
神
楽
を
市
文
化
財
に
指
定

一
市
教
育
委
員
会
は
、
昭
和
五
十
一
年
十
一
月
八
貝
市
文
化
一

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

“一
罷
矧
慧
繋
馨
ポ
脇
礁
形
文
化
一

　
市
の
文
化
財
と
し
て
は
、
こ
れ
ま

で
に
史
跡
三
件
、
書
籍
一
件
、
工
芸

品
一
件
、
天
然
記
念
物
二
件
の
七
件

が
指
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
民
俗

芸
能
が
指
定
さ
れ
た
の
は
初
め
て
と

な
り
ま
す
。

　
嚇
鵡
鎌
後
継
者
の
養
成
に
努
力

　
赤
倉
神
楽
は
、
市
街
地
か
ら
東
へ

八
キ
。
灯
ほ
ど
入
っ
た
赤
倉
部
落
に
、

昔
か
ら
伝
え
ら
れ
て
い
た
も
の
で
、

い
つ
頃
、
ど
う
い
う
経
路
で
伝
承
さ

れ
た
か
不
明
で
す
。
し
か
し
、
越
後

に
は
昔
か
ら
椎
谷
と
四
津
谷
と
に
伊

勢
神
楽
の
正
統
が
あ
っ
て
、
こ
の
四

津
谷
系
の
だ
い
神
楽
が
赤
倉
に
伝
わ

っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

他
に
も
刈
羽
郡
か
ら
の
伝
来
や
三
島

郡
出
雲
崎
町
寺
泊
か
ら
伝
来
し
た
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
こ
の
神
楽
は
、
四
つ
の
舞
い

（
庭
舞
い
・
岩
戸
舞
い
．
面
神
楽
、
・

剣
の
舞
い
）
、
狂
言
（
お
か
め
狂
言
）
、

万
才
、
十
の
手
踊
り
（
広
大
寺
踊
り

・
伊
勢
音
頭
踊
り
・
花
笠
踊
り
・
茶

摘
み
踊
り
・
よ
し
よ
し
踊
り
・
待
つ

が
辛
い
踊
り
・
光
影
姿
踊
り
・
お
け

さ
踊
り
・
追
分
踊
り
・
浅
く
と
も
踊

り
）
か
ら
成
り
立
っ
て
お
り
、
毎
年

九
月
の
鎮
守
の
祭
礼
に
奉
納
さ
れ
て

口
臼
《
U
ロ
ロ
《
門
H
《
口
n
H
《
H
h
口
《
U
《
“
H
《
H
因
口
《
H
H
《
“
H
臼
臼
《
U
《
目
《
目
囚
自
《
口
《
U
自
《
図
《
H
【
《
隔
H

　
　
　
　
　
ま
む
　
税
改
円
改
会
住
正
付
会
特
予

　　昭和50年度

　　　　決算認定など
　　　一市議会第4回定例会一

　市議会第4回定例会は、去る12月14日から23日

で開かれ、昭和50年度一般会計決算認定などを含

27議案を審議しました。

　その主なものは、異常気象等の災害に伴う市民

（農業所得）の減免などを含む災害減免条例の一部

正条例。市民税（個人）の均等割の税率を年額1，200

とする市税条例の一部改正条例。川治地区公民館

築に伴う市公民館設置条例の一部改正条例。市民

館、市公民館使用条例の一部改正条例。黒沢市営

宅（一棟7戸建）建設に伴う市営住宅条例の一部改

条例。市災害弔慰金の支給及び災害援護資金の貸

けに関する条例の一部改正条例。昭和50年度一般

計、特別会計決算認定。昭和51年度一般会計及び

別会計の補正予算、昭和51年度水道事業会計補正

算などとなっています。

繕
纏
鎌
欝

　
芸
能
と
し
て
の
分
類
は
、
武
技
の

踊
り
に
あ
た
る
。
鉢
巻
き
に
、
た
す

き
が
け
の
四
人
の
舞
い
手
が
「
ヨ
イ

ガ
サ
ノ
サ
」
の
掛
け
声
も
り
り
し
く
、

舞
台
を
踏
み
鳴
ら
し
て
力
強
く
舞
う
。

採
り
物
は
太
刀
と
鈴
で
あ
る
。

い
ま
す
。

　
赤
倉
部
落
は
、
急
激
な
過
疎
化
の

波
に
あ
ら
わ
れ
、
昭
和
三
十
年
に
四

十
九
世
帯
・
三
百
四
十
人
の
人
口
が

同
五
十
一
年
に
は
三
十
世
帯
・
百
五

十
三
人
に
激
減
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
市
内
の
他
の
神
楽
が
同
様
の
状

況
の
中
で
衰
滅
し
、
あ
る
い
は
上
演

不
能
に
な
っ
た
な
か
で
、
昭
和
四
十

一
年
に
保
存
会
を
結
成
し
伝
承
に
つ

と
め
て
き
ま
し
た
。

　
保
存
会
に
は
若
い
舞
い
手
、
踊
り

子
た
ち
も
多
く
、
小
中
学
生
達
の
後

継
者
の
養
成
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
部
落
で
は
、
こ
の
神
楽
を
過
疎
防

止
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
に
し
よ
う
と
、

地
域
民
一
丸
と
な
っ
て
保
存
会
を
援

助
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

流
雪
溝
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
使
用
し
て
く
だ
さ
い

　
毎
年
、
流
雪
溝
や
側
溝
等
の
無
秩

序
な
使
用
に
よ
り
、
水
上
が
り
な
ど

の
溢
水
や
住
宅
浸
水
事
故
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

使
用
さ
れ
る
み
な
さ
ん
が
決
め
ら
れ

た
ル
ー
ル
を
守
る
な
ど
十
分
な
注
意

が
必
要
で
す
。
お
互
い
に
他
人
の
こ

と
を
考
え
て
使
用
し
、
決
し
て
昨
年

の
よ
う
な
事
態
を
起
こ
さ
な
い
よ
う

に
し
た
い
も
の
で
す
。

　
使
用
上
の
注
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

■
流
雪
溝
以
外
の
側
溝
に
は
、
多
少

　
水
が
流
れ
て
い
て
も
雪
を
投
入
し

　
な
い
。

　面とは、天狗のことで、猿田彦命と名の

る天狗が、番傘、大刀、扇子などを採り物

に、時には素手で、きりん獅子なる悪獣と

たたかう。天狗が随所で切る力強く変化に

富んだ見得が見せ場となっている。

■
流
雪
溝
を
使
用
す
る
際
は
、
割
当

　
時
間
を
厳
守
し
必
要
以
上
に
大
き

　
な
固
り
を
入
れ
な
い
。

■
一
つ
の
側
溝
口
に
多
人
数
で
同
時

　
に
雪
を
入
れ
な
い
。

■
使
用
の
際
は
下
流
の
こ
と
を
十
分

　
考
え
、
自
分
勝
手
な
行
為
を
せ
ず
、

　
係
の
指
示
に
従
う
。

■
作
業
終
了
後
は
、
必
ら
ず
流
雪
溝

　
の
フ
タ
を
し
て
、
子
ど
も
の
事
故

　
等
が
起
き
な
い
よ
う
に
す
る
。

　
　
マ
う
　
　
　
　
　
　
ロ
の

穣
憾
，
…

　
　
／
　
　
　
　
＼

路
上
駐
車
は
絶
対
し

　
な
い
で
く
だ
さ
い

　
除
雪
作
業
に
大
き
な
障
害
と
な
る

も
の
に
、
路
上
駐
車
が
あ
り
ま
す
。

路
上
駐
車
禁
止
場
所
は
、
当
該
地
点

に
道
路
標
識
で
表
示
し
て
あ
り
ま
す

が
路
上
駐
車
は
絶
対
し
な
い
よ
う
、

市
民
の
み
な
さ
ん
に
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
除
雪
作
業
の
た
め
、
路
上

駐
車
禁
止
場
所
に
駐
車
し
て
い
る
車

を
損
傷
し
た
場
合
は
、
そ
の
修
理
代

や
車
を
排
除
さ
せ
る
た
め
に
要
し
た

費
用
等
み
な
さ
ん
の
負
担
に
な
り
ま

す
。　
ま
た
、
市
及
び
土
木
事
務
所
、
警

察
署
で
は
、
事
業
所
等
の
協
力
を
得

て
、
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
、

路
上
駐
車
を
排
除
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

　
（
十
日
町
市
、
十
日
町
土
木
事
務

　
　
所
、
十
日
町
警
察
署
）

●タパコの投げ捨てと寝タバコはしていませんか

●暖房器具は安全に使っていますか。

●ガス器具などのガスもれ、点火、消火の確認はして

　ありますか。

●老人、幼児、病人の就寝場所の安全点検はしてあり

　ますか。

●消火用具の準備はしてありますか。

な
だ
れ
事
故
に
注
意

　
な
だ
れ
は
新
雪
で
も
発
生
し
ま
す

危
険
な
場
所
が
あ
る
と
き
は
、
十
分

注
意
し
、
ま
た
、
必
要
に
よ
り
、
な

だ
れ
危
険
標
識
を
設
置
し
て
い
た
だ

き
、
雪
庇
の
排
除
や
う
回
路
の
確
保

な
ど
、
な
だ
れ
に
よ
る
事
故
防
止
を

は
か
る
と
共
に
特
に
児
童
、
生
徒
の

登
下
校
時
の
安
全
確
保
に
は
特
段
の

ご
配
意
を
お
願
い
し
ま
す
。
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快
適
で
住
み
よ
い
生
活
環
境
づ
く

り
と
水
質
汚
濁
防
止
を
目
的
と
し
て

計
画
さ
れ
た
公
共
下
水
道
事
業
は
、

す
で
に
三
年
目
を
迎
え
ま
す
。
計
画

に
よ
り
ま
す
と
、
市
街
地
を
中
心
と

し
て
、
南
北
は
羽
根
川
か
ら
最
明
寺

川
（
太
子
堂
）
ま
で
、
東
西
は
山
裾
か

ら
都
市
計
画
街
路
（
下
島
）
ま
で
の
約

七
百
二
十
五
鴛
の
区
域
を
第
一
か
ら

第
五
ま
で
の
処
理
分
区
に
分
け
、
第

一
処
理
分
区
（
川
治
川
か
ら
田
川
ま

で
の
山
裾
か
ら
飯
山
線
ま
で
の
間
約

百
四
十
八
諺
）
を
第
一
期
事
業
計
画

区
域
と
し
て
、
総
事
業
費
約
九
十
一

億
円
で
区
域
内
人
口
九
千
五
百
人
と

各
事
業
所
か
ら
排
出
さ
れ
る
汚
水
を

中
沢
川
の
下
流
、
信
濃
川
の
合
流
地

点
付
近
に
建
設
す
る
終
末
処
理
場
に

集
め
処
理
を
し
て
中
沢
川
に
放
流
し

よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
ご
承
知
の
よ
う
に
、
下
水
道
事
業

は
、
そ
の
事
業
費
の
大
半
を
国
の
補

助
金
や
起
債
に
依
存
し
て
い
る
た
め
、

国
の
財
政
事
情
に
左
右
さ
れ
ま
す
。

特
に
、
国
の
経
済
は
、
高
度
成
長
か

ら
安
定
、
低
成
長
へ
の
移
行
に
伴
い
、

国
の
財
政
事
情
か
ら
当
初
期
待
し
た

事
業
費
が
望
ま
れ
ず
、
予
定
年
度
の

処
理
開
始
は
困
難
な
見
通
し
と
な
っ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
国
は
、
昭

和
五
十
一
年
度
を
初
年
度
と
す
る
第

四
次
下
水
道
整
備
五
ヵ
年
計
画
を
策

定
、
昭
和
五
十
年
度
末
人
口
普
及
率

二
二
・
八
穐
を
昭
和
五
十
五
年
度
末

に
は
四
〇
違
ま
で
高
め
る
こ
と
を
目

標
に
今
後
の
経
済
、
財
政
事
情
を
勘

案
し
な
が
ら
計
画
の
実
施
を
図
る
考

え
で
す
。
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

・
当
初
の
遅
れ
を
最
少
限
に
と
ど
め
る

と
同
時
に
本
事
業
の
一
層
の
促
進
を

は
か
る
た
め
関
係
当
局
に
対
し
、
財

政
面
等
か
ら
の
働
き
か
け
を
強
め
て

い
く
方
針
で
す
の
で
、
各
位
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
実
施
し
た
主
な
事
業

　
昭
和
五
十
年
度
は
、
終
末
処
理
場

用
地
、
終
末
処
理
場
進
入
道
路
用
地

と
し
て
、
五
万
三
千
四
百
六
十
三
平

方
屑
を
買
収
、
昭
和
五
十
一
年
度
は
、

下
川
原
地
内
の
進
入
道
路
用
地
内
に

管
径
九
百
㎡
屑
の
下
水
管
を
延
長
百

四
十
二
后
布
設
し
ま
し
た
。

受
益
者
負
担
金
の

徴
収
は
予
定
よ
り

若
干
遅
れ
ま
す

　
下
水
道
事
業
は
、
多
額
の
建
設
費

と
長
い
年
月
を
要
し
、
国
の
補
助
金

や
起
債
、
市
費
等
の
財
源
の
ほ
か
、

区
域
内
の
受
益
者
か
ら
建
設
費
の
一

部
を
ご
負
担
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
の
受
益
者
負
担
金
条

例
は
、
昭
和
五
十
一
年
三
月
の
定
例
市

議
会
で
議
決
さ
れ
、
昭
和
五
十
二
年

度
か
ら
徴
収
の
予
定
で
し
た
が
、
事

業
の
遅
れ
等
の
た
め
、
現
時
点
で
は
、

主
要
汚
水
幹
線
の
布
設
が
終
わ
り
、

枝
管
の
布
設
を
進
め
て
い
く
段
階
で

お
願
い
し
た
い
考
え
で
す
。
徴
収
の

白
彊
－
垂
丁
∩
臣
ー
宮
ー
【
口
目
丁
寄
ー

際
は
、
事
前
に
十
分
ご
説
明
い
た
し

ま
す
の
で
、
特
段
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

戦
没
者
の
特
別
弔
慰

金
を
請
求
さ
れ
た
方

に
お
願
い

昭
和
5
1
年
度

年
金
積
立
金
還
元
融
資
施
設

　
年
金
積
立
金
還
元
融
資
は
、
国
民

年
金
や
厚
生
年
金
の
保
険
料
積
立
金

を
大
蔵
省
資
金
運
用
部
が
地
方
公
共

団
体
等
に
融
資
す
る
も
の
で
、
市
町

村
の
生
活
環
境
整
備
施
設
や
厚
生
福

祉
施
設
等
を
つ
く
る
際
に
役
立
っ
て

い
ま
す
。
昭
和
五
十
一
年
度
の
当
市

の
融
資
対
象
事
業
は
つ
ぎ
の
と
お
り

で
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

広
場
（
野
球
場
）
建
設
事
業
…
融
資

額
一
千
十
万
円
　
公
共
下
水
道
事
業

…
融
資
額
四
千
六
百
八
十
万
円
。

　
簡
易
水
道
事
業

　
下
条
地
区
で
は
、
工
事
費
一
千
七

十
八
万
円
で
水
源
改
良
工
事
を
行
い
、

赤
倉
地
区
で
は
、
工
事
費
一
千
七
十

四
万
九
千
円
で
水
源
改
良
工
事
を
行

い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
事
業
の
施
行

に
よ
り
水
不
足
不
安
を
解
消
し
ま
し

た
が
こ
の
事
業
で
一
千
九
百
五
十
万

円
の
年
金
積
立
金
還
元
融
資
を
受
け

ま
し
た
。

　
し
尿
処
理
場
増
設
事
業

　
十
日
町
市
・
川
西
町
衛
生
施
設
組

合
の
し
尿
処
理
場
増
設
事
業
と
し
て
、

総
事
業
費
二
億
六
千
万
円
の
う
ち
、

五
十
一
年
度
は
一
億
．
一
千
八
百
四
十

万
円
の
年
金
積
立
金
還
元
融
資
を
受

け
ま
し
た
。
　
（
昭
和
五
十
年
度
は
五

千
二
十
万
円
の
融
資
）

　
と
畜
場
整
備
事
業

　
十
日
町
地
域
広
域
市
町
村
圏
事
業

の
と
畜
場
整
備
事
業
と
し
て
、
四
千

万
円
の
年
金
積
立
金
還
元
融
資
を
受

け
ま
し
た
。

　
昭
和
五
十
年
四
月
一
日
以
降
、
戦

没
者
の
遺
族
に
対
し
特
別
弔
慰
金
（
二

十
万
円
記
名
国
債
十
年
償
還
）
が
支

給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
請
求

を
さ
れ
た
方
か
ら
、
ま
だ
、
国
庫
債

券
が
送
ら
れ
て
こ
な
い
等
の
問
い
合

わ
せ
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
市
社
会
福
祉
事
務
所
で
、

調
査
し
た
と
こ
ろ
、
県
で
は
、
支
給

対
象
者
が
多
く
、
請
求
事
務
が
大
幅

に
遅
れ
て
い
る
状
況
で
、
請
求
書
を

県
へ
提
出
し
て
か
ら
、
お
よ
そ
一
年

半
く
ら
い
経
過
し
な
い
と
国
庫
債
券

が
お
手
元
に
お
届
け
で
き
な
い
と
の

こ
と
で
し
た
。
ご
了
承
を
お
願
い
し

ま
す
。
曳
U
ー
駐
ー
呈
Y
I

51

年
完
成
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下
条
地
区
簡
易
水
道

ポ
ン
プ
操
作
室
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ゆ
っ
く
り
走
ろ
う
冬
の
道

　
毎
年
、
冬
期
間
は
積
雪
や
凍
結
に

よ
る
ス
リ
ッ
プ
事
故
や
道
路
条
件
の

悪
化
、
飲
酒
運
転
の
増
加
な
ど
か
ら
、

重
大
交
通
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

県
下
で
は
、
冬
の
交
通
安
全
運
動
に

入
っ
た
去
る
十
二
月
十
一
日
か
ら
二

十
四
日
ま
で
の
間
に
死
者
十
八
人
（
昨

年
同
期
よ
り
八
人
の
増
）
の
死
亡
事

故
が
発
生
し
ま
し
た
。
死
亡
事
故
の

内
容
を
み
ま
す
と
、
夜
間
に
お
け
る

老
人
の
事
故
と
飲
酒
運
転
に
よ
る
事

故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
市
内
で
は
、

幸
い
重
大
交
通
事
故
は
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
が
、
冬
の
交
通
事
故
防
止

運
動
に
引
き
つ
づ
き
、
つ
ぎ
の
こ
と

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
□
飲
酒
運
転
の
防
止

　
ロ
ス
リ
ッ
プ
事
故
の
防
止

　
特
に
ス
ノ
ー
タ
イ
ヤ
、
チ
ェ
ー
ン

の
装
着
と
ス
ピ
ー
ド
一
割
ダ
ウ
ン
運

転
の
励
行
。

　
□
冬
の
道
は
、
ゆ
っ
く
り
と
ゆ
と

り
を
も
つ
て
走
る

　
口
夜
間
の
事
故
防
止

　
歩
行
者
特
に
老
人
の
夜
間
事
故
防

止
の
た
め
、
目
だ
つ
服
装
の
着
用
や

反
射
器
等
の
活
用
を
。

　
□
こ
ど
も
の
事
故
防
止
を

　
特
に
児
童
生
徒
の
登
下
校
の
際
の

交
通
事
故
防
止
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
除
雪
車
輌
等
に
絶
対
近
寄

ら
な
い
よ
う
監
視
を
お
願
い
し
ま
す
。

出
稼
先
訪
問
バ
ス

の
ご
利
用
を

　
新
潟
県
で
は
、
こ
と
し
も
出
稼
先

訪
問
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。
こ
の
出

稼
先
訪
問
バ
ス
は
、
こ
と
し
で
四
年

目
を
迎
え
ま
す
が
、
雪
の
故
郷
と
出

稼
先
を
結
ぶ
定
期
便
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
、
多
数
の
方
々
の
参
加
を
い
た

だ
い
て
き
ま
し
た
が
、
本
年
度
も
、

つ
ぎ
の
日
程
で
運
行
す
る
予
定
で
す

の
で
、
希
望
者
は
、
一
月
三
十
一
日

ま
で
に
十
日
町
公
共
職
業
安
定
所
ま

た
は
十
日
町
市
農
業
委
員
会
事
務
局

（
魯
七
⊥
一
二
二
番
）
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
奥
さ
ん
等

の
参
加
が
望
ま
し
い
と
思
い
ま
す
が
、

も
し
子
ど
も
さ
ん
が
参
加
さ
れ
る
場

合
は
、
な
る
べ
く
十
八
歳
以
上
の
方

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
日
程
等

　
第
一
班
（
神
奈
川
県
）
…
三
月
四

日
（
金
）
午
後
五
時
頃
浦
川
原
村
役

場
前
発
車
　
第
二
班
（
東
京
都
）
－

三
月
四
日
（
金
）
午
後
九
時
頃
長
岡

婦
人
会
館
前
発
車
　
第
三
班
（
東
京

都
）
…
三
月
四
日
（
金
）
午
後
五
時

頃
村
上
駅
前
米
弥
旅
館
発
車

消
防
設
備
士
講
習
会

を
開
催

　
県
総
務
部
消
防
防
災
課
は
消
防
用

設
備
等
の
工
事
ま
た
は
整
備
に
関
す

　　　　　　　お間い合わせは（電話7－5011）〈

　今年成人式を迎えられるみなさん、おめで

とうございます。さて、当市では昭和52年度

の成人式を次のように行う予定です。詳細は

後日お知らせいたします。

●
会

五
月
八
日
（
日
）
午
前
＋
時
～
＋
二
時

十
日
町
市
市
民
体
育
館

●
内
容
式
典
及
び
記
念
講
演

●
該
当
者

●
そ
の
他

昭
和
三
十
一
年
四
月
二
日
～
三
十
二
年
四
月
一
日

生
ま
れ
の
当
市
在
住
者
で
す
。

当
市
で
は
、
他
に
二
十
歳
の
記
録
募
集
、
新
成
人

講
座
、
新
成
人
祭
を
前
後
し
て
行
い
ま
す
。

こ
の
方
の
参
加
も
お
願
い
し
ま
す
．

る
講
習
会
を
つ
ぎ
の
と
お
り
開
催
い

た
し
ま
す
。

　
講
習
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
九
時

か
ら
午
後
五
時
ま
で
。

　
受
講
申
請
書
の
提
出
先

　
新
潟
県
総
務
部
消
防
防
災
課
（
新

潟
市
学
校
町
通
り
一
番
町
）

講習の日時及び場所
区分 期　　日 講　習　場　所 予定人員　受付期間

第3種 2月7日（月）
県中小企業会館
　（新潟市川岸町1）

十’

〃

2月1。日（木）才
上　越　商　会
（上越市大字土橋）

劃鯉
〃 2月14日（月） 新潟地区合同庁舎

　（新潟市川岸町3） 論1脳日
〃 2月15日（火 〃

〃 2月16日（水

粥　　中小企業会館

　　（新潟市川岸町1）

　　　　1月21日

220人　　　　まで

〃 2月18日（金） 長岡市厚生会館
　（長岡市大手通2） 300人

働
き
な
が
ら

　
　
高
校
教
育
を

　
働
き
な
が
ら
高
等
学
校
教
育
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
定
時
制
、
通
信

制
課
程
の
生
徒
を
つ
ぎ
の
と
お
り
募

集
し
て
い
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
県

教
育
庁
指
導
課
（
新
潟
市
一
番
堀
通

町
）
か
出
身
中
学
校
へ
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

　
応
募
資
格
…
中
学
校
卒
業
も
し
く

は
52
年
3
月
卒
業
見
込
み
の
も
の
。

ま
た
は
中
学
校
卒
業
と
同
程
度
の
学

力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
。

　
教
科
書
、
授
業
料
等

　
定
時
制
“
教
科
書
無
償
配
布
、
授

業
料
月
額
五
百
四
十
円
　
通
信
制
”

教
科
書
、
学
習
書
無
償
配
布
、
授
業

料
不
要
。

　
願
書
提
出
期
限
…
定
時
制
二
月
一

日
～
七
日
（
正
午
）
　
通
信
制
二
月

二
十
一
日
～
四
月
十
一
日
。

　
募
集
学
校
　
定
時
制
課
程
…
全
県

に
配
置
の
三
十
九
校
　
通
信
制
課
程

…
新
潟
高
等
学
校
、
高
田
南
城
高
等

学
校
。家

族
み
ん
な
で

　
防
犯
診
断
を

○
錠
を
と
り
つ
け
、
戸
締
り
は
厳
重

　
に
　
侵
入
盗
の
う
ち
四
十
一
・
七
資
が

鍵
の
か
け
忘
れ
の
箇
所
か
ら
侵
入
さ

れ
て
い
ま
す
。
鍵
の
か
け
忘
れ
を
な

く
し
戸
締
り
は
厳
重
に
し
ま
し
ょ
う
。

O
屋
内
は
暗
く
屋
外
は
明
る
く

　
家
の
中
の
電
灯
は
消
し
て
、
家
の

外
に
は
防
犯
灯
や
門
灯
な
ど
で
明
る

く
し
て
お
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
隣
り
近
所
と
「
る
す
」
の
た
の
み

　
あ
い

　
家
を
留
守
に
す
る
と
き
は
戸
締
h

を
完
全
に
し
、
さ
ら
に
隣
近
所
に
「
る

す
」
を
た
の
ん
で
お
く
よ
う
に
し
ま

し
よ
う
o

O
各
家
庭
に
も
防
犯
ベ
ル
を

　
防
犯
ベ
ル
は
、
一
般
的
に
住
宅
の

普
及
が
お
く
れ
て
い
ま
す
。
特
に
家

を
新
築
さ
れ
る
方
に
は
、
す
ぐ
に
で

も
計
画
さ
れ
る
よ
う
お
す
す
め
し
ま

す
。
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快
適
で
住
み
よ
い
生
活
環
境
づ
く

り
と
水
質
汚
濁
防
止
を
目
的
と
し
て

計
画
さ
れ
た
公
共
下
水
道
事
業
は
、

す
で
に
三
年
目
を
迎
え
ま
す
。
計
画

に
よ
り
ま
す
と
、
市
街
地
を
中
心
と

し
て
、
南
北
は
羽
根
川
か
ら
最
明
寺

川
（
太
子
堂
）
ま
で
、
東
西
は
山
裾
か

ら
都
市
計
画
街
路
（
下
島
）
ま
で
の
約

七
百
二
十
五
鴛
の
区
域
を
第
一
か
ら

第
五
ま
で
の
処
理
分
区
に
分
け
、
第

一
処
理
分
区
（
川
治
川
か
ら
田
川
ま

で
の
山
裾
か
ら
飯
山
線
ま
で
の
間
約

百
四
十
八
諺
）
を
第
一
期
事
業
計
画

区
域
と
し
て
、
総
事
業
費
約
九
十
一

億
円
で
区
域
内
人
口
九
千
五
百
人
と

各
事
業
所
か
ら
排
出
さ
れ
る
汚
水
を

中
沢
川
の
下
流
、
信
濃
川
の
合
流
地

点
付
近
に
建
設
す
る
終
末
処
理
場
に

集
め
処
理
を
し
て
中
沢
川
に
放
流
し

よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
ご
承
知
の
よ
う
に
、
下
水
道
事
業

は
、
そ
の
事
業
費
の
大
半
を
国
の
補

助
金
や
起
債
に
依
存
し
て
い
る
た
め
、

国
の
財
政
事
情
に
左
右
さ
れ
ま
す
。

特
に
、
国
の
経
済
は
、
高
度
成
長
か

ら
安
定
、
低
成
長
へ
の
移
行
に
伴
い
、

国
の
財
政
事
情
か
ら
当
初
期
待
し
た

事
業
費
が
望
ま
れ
ず
、
予
定
年
度
の

処
理
開
始
は
困
難
な
見
通
し
と
な
っ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
国
は
、
昭

和
五
十
一
年
度
を
初
年
度
と
す
る
第

四
次
下
水
道
整
備
五
ヵ
年
計
画
を
策

定
、
昭
和
五
十
年
度
末
人
口
普
及
率

二
二
・
八
穐
を
昭
和
五
十
五
年
度
末

に
は
四
〇
違
ま
で
高
め
る
こ
と
を
目

標
に
今
後
の
経
済
、
財
政
事
情
を
勘

案
し
な
が
ら
計
画
の
実
施
を
図
る
考

え
で
す
。
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

・
当
初
の
遅
れ
を
最
少
限
に
と
ど
め
る

と
同
時
に
本
事
業
の
一
層
の
促
進
を

は
か
る
た
め
関
係
当
局
に
対
し
、
財

政
面
等
か
ら
の
働
き
か
け
を
強
め
て

い
く
方
針
で
す
の
で
、
各
位
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
実
施
し
た
主
な
事
業

　
昭
和
五
十
年
度
は
、
終
末
処
理
場

用
地
、
終
末
処
理
場
進
入
道
路
用
地

と
し
て
、
五
万
三
千
四
百
六
十
三
平

方
屑
を
買
収
、
昭
和
五
十
一
年
度
は
、

下
川
原
地
内
の
進
入
道
路
用
地
内
に

管
径
九
百
㎡
屑
の
下
水
管
を
延
長
百

四
十
二
后
布
設
し
ま
し
た
。

受
益
者
負
担
金
の

徴
収
は
予
定
よ
り

若
干
遅
れ
ま
す

　
下
水
道
事
業
は
、
多
額
の
建
設
費

と
長
い
年
月
を
要
し
、
国
の
補
助
金

や
起
債
、
市
費
等
の
財
源
の
ほ
か
、

区
域
内
の
受
益
者
か
ら
建
設
費
の
一

部
を
ご
負
担
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
の
受
益
者
負
担
金
条

例
は
、
昭
和
五
十
一
年
三
月
の
定
例
市

議
会
で
議
決
さ
れ
、
昭
和
五
十
二
年

度
か
ら
徴
収
の
予
定
で
し
た
が
、
事

業
の
遅
れ
等
の
た
め
、
現
時
点
で
は
、

主
要
汚
水
幹
線
の
布
設
が
終
わ
り
、

枝
管
の
布
設
を
進
め
て
い
く
段
階
で

お
願
い
し
た
い
考
え
で
す
。
徴
収
の

白
彊
－
垂
丁
∩
臣
ー
宮
ー
【
口
目
丁
寄
ー

際
は
、
事
前
に
十
分
ご
説
明
い
た
し

ま
す
の
で
、
特
段
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

戦
没
者
の
特
別
弔
慰

金
を
請
求
さ
れ
た
方

に
お
願
い

昭
和
5
1
年
度

年
金
積
立
金
還
元
融
資
施
設

　
年
金
積
立
金
還
元
融
資
は
、
国
民

年
金
や
厚
生
年
金
の
保
険
料
積
立
金

を
大
蔵
省
資
金
運
用
部
が
地
方
公
共

団
体
等
に
融
資
す
る
も
の
で
、
市
町

村
の
生
活
環
境
整
備
施
設
や
厚
生
福

祉
施
設
等
を
つ
く
る
際
に
役
立
っ
て

い
ま
す
。
昭
和
五
十
一
年
度
の
当
市

の
融
資
対
象
事
業
は
つ
ぎ
の
と
お
り

で
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

広
場
（
野
球
場
）
建
設
事
業
…
融
資

額
一
千
十
万
円
　
公
共
下
水
道
事
業

…
融
資
額
四
千
六
百
八
十
万
円
。

　
簡
易
水
道
事
業

　
下
条
地
区
で
は
、
工
事
費
一
千
七

十
八
万
円
で
水
源
改
良
工
事
を
行
い
、

赤
倉
地
区
で
は
、
工
事
費
一
千
七
十

四
万
九
千
円
で
水
源
改
良
工
事
を
行

い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
事
業
の
施
行

に
よ
り
水
不
足
不
安
を
解
消
し
ま
し

た
が
こ
の
事
業
で
一
千
九
百
五
十
万

円
の
年
金
積
立
金
還
元
融
資
を
受
け

ま
し
た
。

　
し
尿
処
理
場
増
設
事
業

　
十
日
町
市
・
川
西
町
衛
生
施
設
組

合
の
し
尿
処
理
場
増
設
事
業
と
し
て
、

総
事
業
費
二
億
六
千
万
円
の
う
ち
、

五
十
一
年
度
は
一
億
．
一
千
八
百
四
十

万
円
の
年
金
積
立
金
還
元
融
資
を
受

け
ま
し
た
。
　
（
昭
和
五
十
年
度
は
五

千
二
十
万
円
の
融
資
）

　
と
畜
場
整
備
事
業

　
十
日
町
地
域
広
域
市
町
村
圏
事
業

の
と
畜
場
整
備
事
業
と
し
て
、
四
千

万
円
の
年
金
積
立
金
還
元
融
資
を
受

け
ま
し
た
。

　
昭
和
五
十
年
四
月
一
日
以
降
、
戦

没
者
の
遺
族
に
対
し
特
別
弔
慰
金
（
二

十
万
円
記
名
国
債
十
年
償
還
）
が
支

給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
請
求

を
さ
れ
た
方
か
ら
、
ま
だ
、
国
庫
債

券
が
送
ら
れ
て
こ
な
い
等
の
問
い
合

わ
せ
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
市
社
会
福
祉
事
務
所
で
、

調
査
し
た
と
こ
ろ
、
県
で
は
、
支
給

対
象
者
が
多
く
、
請
求
事
務
が
大
幅

に
遅
れ
て
い
る
状
況
で
、
請
求
書
を

県
へ
提
出
し
て
か
ら
、
お
よ
そ
一
年

半
く
ら
い
経
過
し
な
い
と
国
庫
債
券

が
お
手
元
に
お
届
け
で
き
な
い
と
の

こ
と
で
し
た
。
ご
了
承
を
お
願
い
し

ま
す
。
曳
U
ー
駐
ー
呈
Y
I

51

年
完
成
の
下
条
地
区
簡
易
水
道

ポ
ン
プ
操
作
室
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ゆ
っ
く
り
走
ろ
う
冬
の
道

　
毎
年
、
冬
期
間
は
積
雪
や
凍
結
に

よ
る
ス
リ
ッ
プ
事
故
や
道
路
条
件
の

悪
化
、
飲
酒
運
転
の
増
加
な
ど
か
ら
、

重
大
交
通
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

県
下
で
は
、
冬
の
交
通
安
全
運
動
に

入
っ
た
去
る
十
二
月
十
一
日
か
ら
二

十
四
日
ま
で
の
間
に
死
者
十
八
人
（
昨

年
同
期
よ
り
八
人
の
増
）
の
死
亡
事

故
が
発
生
し
ま
し
た
。
死
亡
事
故
の

内
容
を
み
ま
す
と
、
夜
間
に
お
け
る

老
人
の
事
故
と
飲
酒
運
転
に
よ
る
事

故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
市
内
で
は
、

幸
い
重
大
交
通
事
故
は
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
が
、
冬
の
交
通
事
故
防
止

運
動
に
引
き
つ
づ
き
、
つ
ぎ
の
こ
と

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
□
飲
酒
運
転
の
防
止

　
ロ
ス
リ
ッ
プ
事
故
の
防
止

　
特
に
ス
ノ
ー
タ
イ
ヤ
、
チ
ェ
ー
ン

の
装
着
と
ス
ピ
ー
ド
一
割
ダ
ウ
ン
運

転
の
励
行
。

　
□
冬
の
道
は
、
ゆ
っ
く
り
と
ゆ
と

り
を
も
つ
て
走
る

　
口
夜
間
の
事
故
防
止

　
歩
行
者
特
に
老
人
の
夜
間
事
故
防

止
の
た
め
、
目
だ
つ
服
装
の
着
用
や

反
射
器
等
の
活
用
を
。

　
□
こ
ど
も
の
事
故
防
止
を

　
特
に
児
童
生
徒
の
登
下
校
の
際
の

交
通
事
故
防
止
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
除
雪
車
輌
等
に
絶
対
近
寄

ら
な
い
よ
う
監
視
を
お
願
い
し
ま
す
。

出
稼
先
訪
問
バ
ス

の
ご
利
用
を

　
新
潟
県
で
は
、
こ
と
し
も
出
稼
先

訪
問
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。
こ
の
出

稼
先
訪
問
バ
ス
は
、
こ
と
し
で
四
年

目
を
迎
え
ま
す
が
、
雪
の
故
郷
と
出

稼
先
を
結
ぶ
定
期
便
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
、
多
数
の
方
々
の
参
加
を
い
た

だ
い
て
き
ま
し
た
が
、
本
年
度
も
、

つ
ぎ
の
日
程
で
運
行
す
る
予
定
で
す

の
で
、
希
望
者
は
、
一
月
三
十
一
日

ま
で
に
十
日
町
公
共
職
業
安
定
所
ま

た
は
十
日
町
市
農
業
委
員
会
事
務
局

（
魯
七
⊥
一
二
二
番
）
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
奥
さ
ん
等

の
参
加
が
望
ま
し
い
と
思
い
ま
す
が
、

も
し
子
ど
も
さ
ん
が
参
加
さ
れ
る
場

合
は
、
な
る
べ
く
十
八
歳
以
上
の
方

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
日
程
等

　
第
一
班
（
神
奈
川
県
）
…
三
月
四

日
（
金
）
午
後
五
時
頃
浦
川
原
村
役

場
前
発
車
　
第
二
班
（
東
京
都
）
－

三
月
四
日
（
金
）
午
後
九
時
頃
長
岡

婦
人
会
館
前
発
車
　
第
三
班
（
東
京

都
）
…
三
月
四
日
（
金
）
午
後
五
時

頃
村
上
駅
前
米
弥
旅
館
発
車

消
防
設
備
士
講
習
会

を
開
催

　
県
総
務
部
消
防
防
災
課
は
消
防
用

設
備
等
の
工
事
ま
た
は
整
備
に
関
す

　　　　　　　お間い合わせは（電話7－5011）〈

　今年成人式を迎えられるみなさん、おめで

とうございます。さて、当市では昭和52年度

の成人式を次のように行う予定です。詳細は

後日お知らせいたします。

●
会

五
月
八
日
（
日
）
午
前
＋
時
～
＋
二
時

十
日
町
市
市
民
体
育
館

●
内
容
式
典
及
び
記
念
講
演

●
該
当
者

●
そ
の
他

昭
和
三
十
一
年
四
月
二
日
～
三
十
二
年
四
月
一
日

生
ま
れ
の
当
市
在
住
者
で
す
。

当
市
で
は
、
他
に
二
十
歳
の
記
録
募
集
、
新
成
人

講
座
、
新
成
人
祭
を
前
後
し
て
行
い
ま
す
。

こ
の
方
の
参
加
も
お
願
い
し
ま
す
．

る
講
習
会
を
つ
ぎ
の
と
お
り
開
催
い

た
し
ま
す
。

　
講
習
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
九
時

か
ら
午
後
五
時
ま
で
。

　
受
講
申
請
書
の
提
出
先

　
新
潟
県
総
務
部
消
防
防
災
課
（
新

潟
市
学
校
町
通
り
一
番
町
）

講習の日時及び場所
区分 期　　日 講　習　場　所 予定人員　受付期間

第3種 2月7日（月）
県中小企業会館
　（新潟市川岸町1）

十’

〃

2月1。日（木）才
上　越　商　会
（上越市大字土橋）

劃鯉
〃 2月14日（月） 新潟地区合同庁舎

　（新潟市川岸町3） 論1脳日
〃 2月15日（火 〃

〃 2月16日（水

粥　　中小企業会館

　　（新潟市川岸町1）

　　　　1月21日

220人　　　　まで

〃 2月18日（金） 長岡市厚生会館
　（長岡市大手通2） 300人

働
き
な
が
ら

　
　
高
校
教
育
を

　
働
き
な
が
ら
高
等
学
校
教
育
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
定
時
制
、
通
信

制
課
程
の
生
徒
を
つ
ぎ
の
と
お
り
募

集
し
て
い
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
県

教
育
庁
指
導
課
（
新
潟
市
一
番
堀
通

町
）
か
出
身
中
学
校
へ
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

　
応
募
資
格
…
中
学
校
卒
業
も
し
く

は
52
年
3
月
卒
業
見
込
み
の
も
の
。

ま
た
は
中
学
校
卒
業
と
同
程
度
の
学

力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
。

　
教
科
書
、
授
業
料
等

　
定
時
制
“
教
科
書
無
償
配
布
、
授

業
料
月
額
五
百
四
十
円
　
通
信
制
”

教
科
書
、
学
習
書
無
償
配
布
、
授
業

料
不
要
。

　
願
書
提
出
期
限
…
定
時
制
二
月
一

日
～
七
日
（
正
午
）
　
通
信
制
二
月

二
十
一
日
～
四
月
十
一
日
。

　
募
集
学
校
　
定
時
制
課
程
…
全
県

に
配
置
の
三
十
九
校
　
通
信
制
課
程

…
新
潟
高
等
学
校
、
高
田
南
城
高
等

学
校
。家

族
み
ん
な
で

　
防
犯
診
断
を

○
錠
を
と
り
つ
け
、
戸
締
り
は
厳
重

　
に
　
侵
入
盗
の
う
ち
四
十
一
・
七
資
が

鍵
の
か
け
忘
れ
の
箇
所
か
ら
侵
入
さ

れ
て
い
ま
す
。
鍵
の
か
け
忘
れ
を
な

く
し
戸
締
り
は
厳
重
に
し
ま
し
ょ
う
。

O
屋
内
は
暗
く
屋
外
は
明
る
く

　
家
の
中
の
電
灯
は
消
し
て
、
家
の

外
に
は
防
犯
灯
や
門
灯
な
ど
で
明
る

く
し
て
お
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
隣
り
近
所
と
「
る
す
」
の
た
の
み

　
あ
い

　
家
を
留
守
に
す
る
と
き
は
戸
締
h

を
完
全
に
し
、
さ
ら
に
隣
近
所
に
「
る

す
」
を
た
の
ん
で
お
く
よ
う
に
し
ま

し
よ
う
o

O
各
家
庭
に
も
防
犯
ベ
ル
を

　
防
犯
ベ
ル
は
、
一
般
的
に
住
宅
の

普
及
が
お
く
れ
て
い
ま
す
。
特
に
家

を
新
築
さ
れ
る
方
に
は
、
す
ぐ
に
で

も
計
画
さ
れ
る
よ
う
お
す
す
め
し
ま

す
。
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寄
付
あ
り
が
と
う

　
社
会
福
祉
事
業
へ

　
▽
庭
野
重
信
（
西
寺
町
）
香
典
返
し

…
二
万
円
▽
西
野
春
江
（
高
田
町
五
）

．
…
二
千
円
▽
匿
名
…
五
万
円
▽
関
芳

吟
詠
会
…
二
千
五
百
六
十
円
▽
村
山

政
信
（
上
新
田
）
…
二
万
円
▽
桑
原
正

治
（
新
座
Y
－
十
日
町
・
中
条
・
津
南

病
院
へ
手
拭
他
三
百
三
十
一
点
▽
匿

名
…
老
人
ホ
ー
ム
ヘ
み
か
ん
一
箱
▽

新
川
屋
酒
店
…
・
ね
た
き
り
老
人
及
び

単
身
老
人
ヘ
モ
チ
十
箱
（
二
千
切
）
▽

上
新
田
簡
易
保
険
組
合
－
老
人
ホ
ー

ム
ヘ
五
千
円
▽
北
鐙
坂
婦
人
会
…
ミ

ニ
コ
ロ
ニ
i
募
金
と
し
て
三
千
六
百

五
十
四
円
▽
十
日
町
美
術
協
会
（
チ

ャ
リ
テ
イ
）
…
五
万
円
。

　
酒
田
市
大
火
見
舞
金

滉
犠
萎

磁
　
騨
匙

彦
〃
鉄
藷
葡

　
▽
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
…
十
万
円

稔
栄
会
…
二
万
円
▽
立
正
佼
成
会
十

日
町
、
津
南
支
部
…
十
八
万
六
千
三

十
三
円
▽
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
十
日
町

第
一
団
…
一
万
五
千
円
。

　
歳
末
助
け
合
い

　
▽
南
中
生
徒
会
…
三
万
五
千
二
百

四
十
五
円
▽
藤
木
秀
雄
（
四
日
町
一
）

…
二
万
円
▽
内
藤
直
義
…
干
円
▽
水

落
賀
一
．
（
二
子
）
…
二
千
円
▽
常
角
熊

吉
（
魚
の
田
川
）
…
七
千
円
▽
匿
名

…
一
万
五
千
百
五
十
四
円
▽
山
田
浩

（
四
新
三
Y
－
九
百
一
円
▽
ロ
ー
タ
ー

ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
…
二
万
二
千
九
百
四

十
八
円
▽
庭
野
み
よ
の
（
昭
和
町
二
）

…
二
千
円
▽
村
山
退
蔵
（
本
町
一
）
…

一
万
円
▽
大
島
キ
ク
ヰ
（
本
町
六
－

二
）
－
－
千
円
▽
庭
野
カ
ヨ
（
五
軒
新

田
）
－
上
万
円
▽
宮
沢
藤
作
（
田
中
町

本
通
り
）
…
三
千
円
▽
広
田
真
霜
…

マ
ッ
ト
レ
ス
三
枚
▽
十
日
町
病
院
職

員
一
同
…
⊥
万
六
百
四
十
円
▽
志
保

川
有
志
会
…
五
万
二
千
四
百
五
十
六

円
▽
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
i
二
万
七

千
八
、
肖
四
曇
七
円
▽
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
…
五
万
ご
．
千
六
十
九
円
▽
庭
野

重
信
…
千
五
百
円
▽
上
新
田
簡
易
保

険
組
合
…
五
千
円
▽
十
日
町
実
業
高

校
生
徒
会
…
．
一
万
七
千
五
百
五
十
円

▽
高
金
織
物
高
友
会
…
五
千
八
百
六

レ
ニ
円
▽
モ
日
町
高
校
生
徒
会
…
四

万
三
壬
．
百
七
十
五
円
▽
農
協
婦
人

部
…
表
類
他
▽
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
ト

日
町
第
一
団
…
一
万
五
千
八
百
三
円

▽
小
泉
安
明
…
五
百
四
十
八
円
▽
飯

林
織
物
㈱
…
二
万
四
千
五
百
．
．
ヂ
円

▽
ス
ナ
ッ
ク
長
助
…
九
千
百
七
十
一

円
▽
根
津
智
子
（
本
町
六
ノ
一
、
一
）
…
千

二
十
五
円
。

米
穀
商
協
同
組
合
が
総

額
五
十
万
円
を
寄
付

　
こ
の
ほ
ど
、
十
日
町
米
穀
商
協
同

組
合
は
、
十
日
町
市
教
育
委
員
会
に

二
十
万
円
寄
付
し
ま
し
た
。
同
組
合

は
、
す
で
に
昭
和
四
十
九
年
に
十
五

万
円
、
昭
和
五
十
年
に
十
五
万
円
寄

付
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
今
回
の
寄

付
と
あ
わ
せ
三
ヵ
年
で
総
額
五
十
万

円
寄
付
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
、

こ
れ
は
、
米
穀
商
組
合
加
盟
の
お
米

屋
さ
ん
が
、
お
歳
暮
な
ど
を
廃
止
し
、

そ
の
お
金
を
市
内
の
学
校
の
教
材
設

備
費
に
使
用
し
て
欲
し
い
と
寄
付
し

た
も
の
で
、
市
教
委
で
は
、
学
校
教

材
備
品
の
購
入
等
有
効
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
胃
の
集
団
検
診
に
つ
い
て

　
昭
和
五
十
一
年
度
胃
集
団
検
診
を

申
し
込
ま
れ
た
方
の
中
で
、
通
知
し

た
検
診
日
に
都
合
で
検
診
で
き
な
か

っ
た
人
が
多
数
い
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
検
診
で
き
な
か
っ
た
人

を
対
象
に
、
三
月
検
診
を
実
施
し
ま

す
の
で
、
該
当
者
は
市
保
健
課
（
曾

七
」
二
二
番
）
へ
二
月
十
日
ま

で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
連
絡
の
あ
っ
た
方
に
は
、
実
施
日

時
等
記
入
し
た
個
人
通
知
書
を
送
付

し
ま
す
。

　
固
定
資
産
税
の
課
税
対

象
と
な
る
宅
地
は
、
住
宅

用
地
一
・
住
宅
の
用
に
供
す

る
宅
地
）
と
非
住
宅
用
地

（
工
場
、
事
務
所
等
に
供

す
る
宅
地
）
に
区
分
し
課

税
さ
れ
、
住
宅
用
地
は
非

住
宅
用
地
に
比
べ
税
制
上

の
優
遇
が
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
固
定
資
産
税
の
賦
課

期
日
で
あ
る
昭
和
五
十
二

年
一
月
一
日
前
一
年
以
内

に
土
地
及
び
家
屋
を
次
の

と
お
り
異
動
し
た
方
は
昭

和
五
十
二
年
一
月
ニ
モ
日

ま
で
に
市
役
所
税
務
課
固

定
資
産
税
係
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

（
用
紙
は
税
務
課
に
あ
り
ま
す
）
く

わ
し
い
こ
と
は
市
役
所
税
務
課
固
定

資
産
税
係
（
魯
七
⊥
三
二
番
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
土
地
及
び
家
屋
の
異
動

　
■
住
宅
用
地
を
売
買
し
た
場
合

　
口
他
の
地
目
か
ら
宅
地
に
地
目
変

更
し
住
宅
用
地
と
し
て
使
用
し
て
い

る
場
合

　
■
非
住
宅
用
地
に
家
屋
を
新
築
ま

た
は
増
築
し
、
土
地
の
状
況
が
住
宅

用
地
に
な
っ
た
場
合

　
■
住
宅
を
取
り
こ
わ
し
た
ま
ま
の

も
の
及
び
家
屋
の
用
途
変
更
に
よ
り

住
宅
が
事
務
所
や
店
舗
に
な
っ
た
場
合

停
電
の
お
知
ら
せ

▽
一
月
二
十
四
日
　
午
前
九
時
半
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～
正
午
ま
で
　
高
田
町
一
丁
目
の
一

部
、
昭
和
町
一
r
目
の
一
部
、
昭
和

町
二
丁
目
の
一
部
、
高
田
町
二
丁
目
、

泉
町
の
一
部
、
栄
町
、
寿
町
四
丁
目

の
一
部
▽
一
月
二
十
八
日
午
前

九
時
～
正
午
ま
で
　
駅
通
り
、
加
賀

糸
屋
町
の
一
部
、
西
浦
町
、
泉
町
の

一
部
、
昭
和
町
三
丁
目
の
一
部
、
昭

和
町
四
丁
目
。

わ
が
家
の
自
慢
料
理

　
　
　
　
　
山
　
田
　
ユ
　
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
下
条
本
町
）

　
自
慢
料
理
と
い
う
ほ
ど
の
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
お
つ
ま
み
、
不

意
の
来
客
、
肉
料
理
の
友
と
し
て
簡

単
な
大
根
の
レ
モ
ン
漬
け
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

　
材
料

　
大
根
中
一
本
、
レ
モ
ン
ニ
分
の
一

ケ
、
塩
、
化
学
調
味
料
。

　
作
り
方

①
大
根
は
皮
を
む
き
、
縦
二
つ
割
に

し
て
一
～
ニ
ミ
リ
位
の
う
す
切
り
に
し

て
、
塩
を
ま
ぶ
し
、
さ
っ
と
水
洗
い

し
て
ざ
る
に
上
げ
、
水
け
を
切
る
。

②
レ
モ
ン
は
皮
ご
と
半
月
形
に
大
根

と
同
じ
よ
う
に
う
す
く
切
る
。

③
大
根
と
レ
モ
ン
、
塩
、
化
学
調
味

料
を
ま
ぜ
合
わ
せ
皿
に
も
る
。

　
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
味
は
万
人
向
き

で
す
。

　
投
稿
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今

月
は
、
大
根
の
レ
モ
ン
漬
け
を
ご
紹
介
い

た
し
ま
し
た
。
な
お
、
紙
面
の
都
合
で
、

掲
載
が
少
し
遅
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
お

詫
び
し
ま
す
。

　
1
わ
が
家
の
自
慢
料
理
を
ご
紹
介
く

だ
さ
い
。
豪
華
で
難
か
し
い
料
理
よ
り
も
、

日
頃
、
．
こ
家
庭
で
食
べ
る
も
の
の
な
か
か

ら
、
簡
単
に
つ
く
れ
て
、
家
族
や
来
客
か

ら
喜
ば
れ
る
料
理
を
お
待
ち
し
ま
す
。

　
連
絡
は
、
市
役
所
企
画
財
政
課
企
画
広

報
係
（
曾
七
⊥
三
一
一
番
）
へ
。

■市勢／人ロ…・50，591人（男24，703・女25，888）／世帯数…11，962／面積一211。44k㎡（12月旧現在

，

㍗

驚
躊
騨

灘
轟
縢
礁

　
　
黛

　
　
　
　
　
灘
・

東小で乾布まさつ厳寒に鍛える
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　　　　死ゐγ鰯9

　　□244号□

　大寒が明け、節分、立春とこよみのうえでは春のきざし

ですが、2月の寒気はまだ続く　　。

　この厳しい寒さの中で、ここ東小学校（室岡倉二校長）で

は、毎朝全校いっせいの5分間乾布まさつが行われています。

同校の屋内運動場や各教室は、上半身を真っ赤にした児童たち

の熱気に包まれていました。


